
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自らの目標に向かって我慢強く努力する、たくましい子どもの育成 

・ 誰とも仲良くし、思いやりの心をもって明るく生きる子どもの育成 

・ 生命を大切にし、自然への敬けんの念をもった愛情深い子どもの育成 

・ きまりを守り、社会集団の一員としての自覚をもつ子どもの育成 

  

  

 

＜１・２年生では＞ 

気持ちのよい≪挨拶・言葉遣い・動作≫を心掛け、明るく相手に接する。 

＜３・４年生では＞ 

 相手のことを思いやり、協力し助け合う。 

＜５・６年生では＞ 

 謙虚な心をもち、相手の立場を理解し、広い心で自分と異なる意見や立場を大切にする。 

地域講師のご指導の

もと、茶道教室を行って

います。亭主と客に分か

れてお稽古をします。ど

の子も真剣です。 

背筋を伸ばし、相手の目を見て挨拶をします。 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知 102２校の取組」など、学校の道徳教

育推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

茶道は日常生活の延長線上にあります。「挨拶をすること」「相手の気持ちになっておもてなしを

すること」「静かに時を刻むこと」「相手の思いを感じること」「五感を駆使して季節感を味わうこと」

「年上の人を敬うこと」「みんなで協力して行動すること」その一つ一つが私たちに生活にとって大

切なことです。その基礎を身に付けることができればと願っています。 

袱紗（ふくさ）さばきも上手です。 
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